
　現在一般的に尺八と呼ばれている楽器は普化
尺八であり、虚無僧尺八ともいう。この尺八
は、江戸時代には普化宗の法器とされ、虚無僧
のみが吹奏するとされていた。しかし普化尺八
に関する歴史的資料はほとんど存在しない。
　虚無僧尺八の音楽は、伝統的な日本音楽とし
ては異質な雰囲気を持っており、日本ではアカ
デミックで学際的な研究が不足している。
　本レクチャーコンサートでは、尺八演奏家の
山澤昭彦が演奏をまじえてわかりやすく解説
し、尺八研究に新たな視点をもたらす。

祈りの残照

主催　東京大学東アジア藝文書院
　　　潮田総合学芸知イニシアティヴ　
「東アジア音楽の美」研究会・尺八ワーキンググループ

尺八古典本曲演奏会
2025年2月3日（月）13:00-15:00
東京大学東洋文化研究所3階大会議室

参加登録はこちらから

演奏・レクチャー 
山澤昭彦


